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はじめに 
 戦闘のモチーフをテーマに、不屈の精神と勇敢な意志が讃えられる英雄たちが、凡人を
超えた優れた力を身につけており、最後に自分の偉業を成し遂げるという筋は英雄叙事詩
の共通の特徴であると言えよう。この点では、モンゴルの英雄叙事詩、ギリシア英雄叙事
詩やインド英雄叙事詩に共通する。しかし、文化と歴史や社会環境の相違などによって、
各民族の叙事詩の筋や構成などは互いに異なる特徴を持っている。ここでは、ギリシアの
叙事詩「イーリアス」とインドの英雄叙事詩「ラーマーヤナ」との比較を通して、モンゴ
ル英雄叙事詩のテーマの特徴に関する見解を提示する。 
 
1．叙事詩のテーマと対立の要因 
主人公である英雄の敵との戦い（対立）は叙事詩の基本的な要素であり、そのような対
立がなければ叙事詩の物語は成立しなかった。しかし、各民族における叙事詩の中の対立
の要素も異なっている。モンゴルの英雄叙事詩のテーマや対立の要素は、ギリシアの叙事
詩「イーリアス」やインドの叙事詩「ラーマーヤナ」などと異なる特徴を持っている。 
古代ギリシアの叙事詩「イーリアス」ではヘレネに起因する、ギリシア軍による戦争が
描かれている。戦争が起こる直接の原因はパリスがメネラオス王の后であったヘレネをト
ロヤへ連れ去ったことである。ギリシアの軍隊はヘレネのために戦ったというより、自分
たちの栄光のために戦ったといってもよいだろう。インドの叙事詩「ラーマーヤナ」の場
合、ラーマ王が王位から追放され、14 年間森の中で過ごした後、ラーマを助け、王権を取
り戻したこと、ラーマがラーヴァナに勝ち、自分の后を取り戻すといった話から成ってい
る。つまり、王位争いと奪われた后を取り戻すことが、二度の戦争の原因である。また、
ラーマがブラフマーの命令を受けて 10 個の頭をもつラーヴァナを滅ぼし、人間や動物に平
穏な暮らしを取り戻した役割をも取り挙げるべきである。インドのもう一つの叙事詩であ
る「マハーバーラタ」にも王位争いにより、従兄弟の間に暗闘が起こる。 
戦争と婚姻のモチーフは、モンゴルの英雄叙事詩の基本的なテーマでもある。しかし、
ギリシア、インドの英雄叙事詩と異なり、モンゴルの多くの英雄叙事詩の特徴は、基本的
に家畜や財産の略奪と他氏族から美女を奪うことにより戦闘が起こることにある。 
ギリシアやインドの英雄叙事詩では、国家や民族の衝突の他、兄弟や親族同士の間に抗
争が生ずることも重要な特徴である。これに対して、モンゴルの英雄叙事詩では、対立す
るのは異なる氏族あるいは氏族連合体であって、それらの内部に対立が起こる例はわずか
に過ぎない。英雄叙事詩「ジャンガル」のなかの、「クンド・ガルタェ・サバルの巻」にお
いて、英雄サバルは自分の名誉のため、短期間、主人公・ジャンガルから離れるが、故郷
に危機が迫ってくると、すぐに戻ってきて敵と戦う。このように、モンゴルの英雄叙事詩
 
では戦闘あるいは婚姻をテーマに、対立するのは異なる氏族や氏族連合体である。 
 
2．英雄叙事詩の主人公 
ギリシアの英雄叙事詩の主人公は神々と密接な関係を持ち、神々が彼らに力と知恵を与
えるだけでなく、血縁関係をもつこともある。主人公は神々の援助を得るだけでなく、勝
負は神々の意思や自分たちの運命によって決められる。例えば、オリュンポスの神々の中
でヘラ、アテナ女神などの神々がギリシア人を保護しているのに対して、アポロなどの神々
はトロヤ人を保護するのである。主人公が神々と密接な関係を持つのか、あるいは運命に
よるのかというテーマは、インドやギリシアの英雄叙事詩と共通している。その主人公（ラ
ーマなど）は人間ではなく、天上の神々ヴィシュヌの化身である。こうした神々は、天神
の命令で人間の世界に降臨して生まれ変わり、再び天に昇るのである。また王妃が神々を
自ら招いて懐妊するという話も見られる。 
主人公が普通の人間にない神通力を具えているという点で、モンゴルの英雄叙事詩は、
ギリシアやインドの英雄叙事詩と類似しているが、相違点も見られる。モンゴルの英雄叙
事詩の主人公にはハーン（王）出身者が多く、生まれたときから群を抜いた才能と神通力
を具え、長ずるに及んで自己の目標を達するが、決して神々の援助に頼ることがない。ま
た、戦闘の勝敗は、英雄である彼らの運命によって決着することが多く見られる。モンゴ
ルの英雄叙事詩は、発生、発展の長い歴史の中で、時にシャマニズムや仏教の影響を少な
からず受けている。しかし、英雄たちの戦いの勝敗を決めるのは、神々や仏たちではなく、
主人公の英雄自身である。ギリシアやインドの英雄叙事詩においては主人公に明白な個性
が強調されているのに対して、モンゴルの英雄叙事詩の主人公たちについてはそのような
個人的な特質が格別に強調されることは一般的ではない。 
 
3．英雄叙事詩における社会環境と宗教意識 
ギリシア、インド、モンゴルの英雄叙事詩はそれぞれ異なる社会の発展段階と関係を有
し、異なる社会観念を反映している。ギリシアの英雄叙事詩の場合、戦闘に参加するのは
都市国家の連合軍であり、そこに反映されているのは奴隷時代である。ギリシア人の信仰
や神話は、ギリシアの英雄叙事詩にとって欠かせない重要な要素となっている。インドの
英雄叙事詩に反映しているのは、王朝時代の社会的背景、戦闘、氏族間の対立である。ま
た、ヒンドゥ教の思想が英雄叙事詩に深く浸透し、宗教的な神々の役割が主人公たちのそ
れを凌駕している側面も見られる。 
 一方、モンゴルの英雄叙事詩に見られる時代は、氏族制社会の後期であり、そこに反映
されているのは主として、氏族、あるいは氏族連合の間で行われた戦闘である。そして、
英雄叙事詩において時には仏教の影響が見られるとしても、それが英雄を讃える基本的な
話に影響を及ぼすことはなかった。むしろ、モンゴルのシャマニズムの信仰が、英雄叙事
詩の基本的な宗教体系を成していたのである。英雄叙事詩「ジャンガル」におけるジャン
ガル、ホンゴル、アルタン・チェージなどの英雄たちは、元来自立した氏族の首領たちで
 
ある。彼らは君主や臣下の関係ではなく、氏族の首長や氏族連合体同士における関係であ
り、氏族間の共通の利害のため氏族連合を結成し、ブンバ国を興した。 
ギリシアやインドの英雄叙事詩には、過去の歴史的な痕跡が多く見られる。しかし、モ
ンゴルの英雄叙事詩においては、歴史を回想的に強調するのではなく、民族の文化や思考
に基づいた英雄主義を讃え、過去の社会状況を間接的に描き、共同体の共通の希望や価値
観を表明するものとなっている。 
 
おわりに 
ギリシアやインドの英雄叙事詩との比較によって、モンゴルの英雄叙事詩に固有の特徴
である構成、テーマ、モチーフなどを解明するための重要な手がかりが得られる。 
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